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E•T 。 A ・ホフマンとE•Aポーの
小説に於ける＜時間構造＞の問題
一物語形式論への試論—
小川 悟
ホフマソとボーの文学的関連性は，例えばホフマンの小説の了る処に，
ポーの小説が始る（ウアルクー・ハーリッヒ）といわれるが 両者の関連
1) 
性は，ボードレールによって具体化されたということも出来る。私はこの
小論に於いて，強ちこの関連性を指摘することによって，両者の文学的共
通点と一致点を具体的に示そうとするものではなく， ＜時間構造＞の差異
を示すことによって，く物語形式＞の様相に言及するにとどまることを先
づ誌しておく次第である。
一般に小説という芸術形式に独自性を付与しているものは＜時間＞であ
るといえよう。勿論4時間＞自体小説との関連に於いて，特殊な＜意味＞
を持っていることはいうまでもないのであるが，此処に一般的且つ普遍的
な歴史的・日常的＜時間＞を私は＜外的時間＞，作品内部にあって作品を
成り立たしめている 4時間＞を＜内的時間＞と規定する。しかし両者が本
質的に関連性を持たないということは，勿論あり得ないし，また相互に背
馳するものでないことはいうまでもない。文学芸術が他の芸術との比較に
於いて顕著な独自性を保ち得るのは，それが自らの内部に＜時間＞を構成
し，その流れを具体的に読者に提示することによって，読者に一つの＜世
界＞を形成し得ることによるのである。故に彫刻や絵画等が人に要求する
く突然の飛躍＞は，文学芸術，就中小説や劇に於いては見出されないので
ある。小説，即ち＜物語形式＞の変遷は，かかる 4時間＞を中心に為され
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たといっても決して過言ではなかろう。＜形式＞の一つの極致を，我々は
ジョイスあるいはプルーストに見ることが出来るであろう。＜物語形式＞
の発明は，ひつきようするに人間存在の証明そのものではなかったであろ．．．． 
うか。我々の存在を局限する＜時間＞，即ち＜外的時間＞の中で存在する
豆：自体を駒託あるいは＜実験＞による存在証明の最も直接的な手段
として，人間は＜物語形式＞を創造したといえよう。同時にこのことは，
既にして限界状況下にある人間存在の可能性を追求する手段でもあった。
故に＜物語＞自体が意味するものは，単なる＜現実＞の再現ではなく．新
らしきく現実＞の創造でなければならなかった。かかるく現実＞を，単な
る歴史的現在としての相に於いて，あるいは心理学的現在としての相に於
いて混同してはならない。我々は人間存在の可能性を追求する手段として
の＜物語形式＞の具体的な意味を，例えば千一夜に及んで語り続けたシェ
ヘラザーデに見ることが出来よう。
物語作者としてのホフマンとボーは，殆んど同一の根源に即しながらも，
展開方法とその帰結する処から各々異質の作家としての特性を示しているc
例えばホフマンに於ては＜時間＞しま廻帰する環の構造を示す。それに対し
てボーに於いては，＜時間＞は一点から一点への流動の内に示される。こ
＜時間＞の様態と処理の相違が，必然的に両者の＜物語形式＞の差異を惹
起せしめているのである。ホフマンの作品から，この時間構造の特性を発
見しようとすれば，差し当って適当な作品は＜悪靡の霊液＞及至は＜砂男
＞であると考えられる。勿論他の作品に関しても同様のことに言及するこ
とは可能であるが，本論では右の二作，就中＜砂男＞を中心にして論じて
ゆく稼りである。
＜悪靡の霊液＞に於ける一つの重要なモティーフとして，我々は <::der
geheime Faden>を挙げることが出来る。そして，彼のすべての作品の
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lechte der Autoren gehöre, denen, tragen sie etwas so in sich, 
wie ich es vorhin beschrieben, so zumute wird, als frage jeder, 
der in ihre Nähe kommt, und nebenher auch wohl noch die 
ganze Welt: <:Was ist es denn? Erzählen Sie, Liebster!> So 
trieb es mich dem gar gewaltig, von Nathanaels verhängnisvollem 
Leben zu dir zu sprechen. Das Wunderbare, Seltsame davon 
erfüllte meine ganze Seele, aber ebendeshalb und weil ich dich, 
o mein Leser! gleich geneigt machen mußte, Wunderliches zu 
ertragen, welches nichts Geringes ist quälte ich mich ab, Na-
thanaels Geschichte, bedeutend-originell ergreifend, anzufangen: 
<Es war einmal► -der schönste . Anfang jeder Erzählung, zu 
nüchtern ! - <In der kleinen Provinzialstadt S. lebte► -etwas 
besser, wenigstens ausholend zum Klimax.-Oder gleich medias 
in res: <, Scher er sich zum Teufel', rief, Wut und Entsetzen 
im wilden Blick, der Student Nathanael, als der Wetterglashän-
dler Giuseppe Coppola► -Das hatte ich in der Tat ·schon 
aufgeschrieben, als ich in dem wilden Blick des Studenten Na-
thanael etwas Possierliches zu verspüren glaubte; die Geschichte 
ist aber gar nicht spaßhaft. Mir kam keine Rede in den Sinn, 
die nur im mindesten etwas von dem Farbenglanz des innern 
Bildes abzuspiegeln schien. Ich beschloß, gar nicht anzufangen. 
Nimm, geneigter Leser, die drei Briefe, welche Freund Lothar 
mir gütigst mitteilte, für den Umriß des Gebildes, in das ich 
nun erzählend immer mehr und mehr Farbe hineinzutragen mich 
bemühen werde. Vielleicht gelingt es mir, manche Gestalt wie 
ein guter Porträtmaler so aufzufassen, daß du sie ähnlich 
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